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の
家
計
簿

平
成
26
年
度

一
般
会
計
決
算

２
０
１
4

ま

ち

町
で
は
昨
年
度
、
医
療
・
福
祉
の
連
携
や
子
育
て
支
援
、
移
住
定
住
・
空
き
家
対
策
事
業
、
地
域
活
動
支
援
交
付
金
な
ど
、

安
心
安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
約
29
億
８
６
４
４
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
い
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計

の
歳
入
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
約
３
・
８
㌫
減
の
約

32
億
８
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
が

約
６
億
４
８
２
５
万
円
（
前
年

度
比
約
15
・
１
㌫
減
）
で
全

体
の
約
20
・
３
㌫
、
地
方
交

付
税
な
ど
の
依
存
財
源
が
約

25
億
５
２
５
８
万
円
（
前
年
度

比
約
０
・
４
㌫
減
）
で
全
体
の

約
79
・
７
㌫
で
し
た
。

　

歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合

で
み
る
と
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
が
総
額
約

19
億
３
５
７
７
万
円
で
歳
入
の

約
60
・
5
㌫
と
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
町
の
皆
さ
ん
か
ら

納
付
い
た
だ
い
た
町
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

の
町
税
が
約
3
億
７
３
９
２
万

円
で
約
11
・
7
㌫
、
県
支
出
金

が
約
2
億
１
５
６
５
万
円
で
約

６
・
７
㌫
、
国
庫
支
出
金
が
約

1
億
７
６
０
２
万
円
で
約
５
・

５
㌫
と
続
き
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
前
年
度
と
比

べ
約
２
・
２
㌫
の
減
と
な
り
、

自
主
財
源
も
前
年
度
比
約
15

㌫
と
大
き
く
減
少
す
る
な
ど
、

年
々
歳
入
総
額
は
減
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
歳
入
は
地
方
交
付

税
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
依
然

厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

日
野
町
の
特
色
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計

の
歳
出
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
約
３
・
４
㌫
減
の
約

29
億
８
６
４
４
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合

で
み
る
と
、
子
育
て
支
援
金

や
児
童
手
当
、
高
齢
者
の
見

守
り
な
ど
の
民
生
費
が
約

6
億
３
０
６
２
万
円
で
約

21
・
1
㌫
と
一
番
大
き
く
、
続

い
て
庁
舎
管
理
や
防
災
、
選

挙
、
移
住
定
住
・
空
き
家
対

策
事
業
な
ど
の
総
務
費
が
約

5
億
８
５
８
５
万
円
で
約
19
・

6
㌫
、
公
債
費
が
約
18
・
6
㌫

と
続
き
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
の
た
め
の
啓
発
、
検

診
、
健
康
診
査
と
い
っ
た
健
康

増
進
の
た
め
の
衛
生
費
が
約

4
億
７
４
５
６
万
円
で
約
15
・

9
㌫
と
い
う
順
で
す
。

　

な
お
、
町
債
の
返
済
金
で
あ

る
公
債
費
は
約
５
億
５
４
８
４

万
円
で
、
平
成
26
年
度
は
震
災

関
連
で
借
り
入
れ
た
県
貸
付
金

を
一
部
繰
り
上
げ
て
返
済
し
て

お
り
、
償
還
額
は
年
々
減
少
し

て
い
く
見
込
み
で
す
。

【
総
務
課
】

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
、
役
場
、

図
書
館
、
隣
保
館
、
町
公
民
館

の
4
施
設
に
設
置
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
い
つ
で
も
接
続
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
設
置
を
推
進
す
る
補
助
金
交

付
事
業
を
行
い
、
夜
間
も
安
心

安
全
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
貢

献
す
る
外
灯
の
設
置
が
広
が
り

ま
し
た
。

【
企
画
政
策
課
】

　

町
内
で
増
え
て
い
る
空
き
家

の
利
活
用
を
図
り
移
住
定
住
を

促
進
す
る
た
め
、
移
住
者
向
け

に
空
き
家
改
修
費
用
や
家
財
道

具
処
分
費
用
の
補
助
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
な

取
り
組
み
に
対
し
、
日
野
町
地

域
活
動
支
援
交
付
金
を
交
付

し
、
自
治
会
や
住
民
、
グ
ル
ー

プ
な
ど
12
団
体
の
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
野
町
御
用
聞
き

サ
ー
ビ
ス
実
証
事
業
を
実
施
、

町
商
工
会
に
委
託
し
見
守
り
を

兼
ね
た
商
業
の
新
た
な
取
り
組

み
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
野
高
校
魅
力

向
上
の
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
雇
用
し
、
地
域
と
学
校

を
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
制
60
周

年
を
迎
え
る
平
成
31
年
度
に
発

刊
予
定
の
「
日
野
町
史
（
仮
）」

編
さ
ん
に
向
け
、
町
史
編
さ
ん

準
備
会
を
組
織
し
、
8
人
の
委

員
を
委
嘱
、
新
町
史
の
概
要
づ

く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

【
健
康
福
祉
課
】

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
・
福
祉
の
連
携
を
図

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
支
え

▼
一
般
会
計
《
歳
入
》

今
後
も
厳
し
い
見
通
し

▼
一
般
会
計
《
歳
出
》

適
正
な
歳
出
を
徹
底

▼
平
成
26
年
度
の
主
な
事
業
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ま
し
た
。

　

高
齢
者
見
守
り
支
援
員
が
自

宅
を
訪
問
し
、
相
談
・
聞
き
取

り
を
行
う
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
見

守
り
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
だ
ほ
か
、
町
内
の
民
間
事
業

者
で
あ
る
有
限
会
社
安
達
商

事
（
あ
い
き
ょ
う
）
に
、
移
動

販
売
を
通
し
た
高
齢
者
の
見
守

り
支
援
と
買
い
物
支
援
を
委
託

し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
化
に
伴
う
地

域
健
康
課
題
な
ど
の
調
査
研
究

や
健
康
意
識
の
啓
発
な
ど
の
事

業
を
鳥
取
大
学
医
学
部
に
委

託
、
同
大
学
や
日
野
病
院
、
町

内
の
介
護
施
設
と
連
携
し
、
医

師
に
よ
る
健
康
講
座
の
開
催
な

ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
軽
減
や
子
育
て
世
代
の

定
住
促
進
な
ど
を
図
る
た
め
、

町
内
に
住
所
を
有
す
る
1
歳
か

ら
3
歳
ま
で
の
誕
生
日
を
迎
え

る
幼
児
の
保
護
者
に
対
し
て
、

子
育
て
支
援
金
を
給
付
し
ま
し

た
。
児
童
手
当
受
給
者
に
は
、

消
費
税
増
税
に
よ
る
子
育
て
世

帯
へ
の
影
響
緩
和
を
目
的
と
し

て
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

【
産
業
振
興
課
】

　

日
野
郡
3
町
連
携
に
よ
る
日

野
郡
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
を

設
立
し
、
近
年
増
加
し
て
い
る

イ
ノ
シ
シ
な
ど
か
ら
の
被
害
を

広
域
的
か
つ
効
果
的
に
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
野
町
交
流
セ
ン
タ
ー
「
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
」
で
は
、
施

設
内
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

を
行
い
、
交
流
・
宿
泊
施
設
と

し
て
の
利
便
性
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
原
・
榎
市
集
落
の

生
活
道
路
と
し
て
重
要
な
町
道

黒
谷
2
号
線
を
改
良
し
、
緊
急

車
両
お
よ
び
町
営
バ
ス
の
安
全

な
運
行
を
確
保
し
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
】

　

保
小
中
一
貫
教
育
と
し
て
、

学
校
図
書
館
司
書
の
配
置
や
幼

児
期
か
ら
の
読
書
活
動
の
推
進

に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

教
育
の
専
門
家
で
あ
る
指
導
主

事
の
派
遣
を
継
続
し
、
学
校
教

育
へ
の
指
導
助
言
、
家
庭
教
育

の
推
進
、
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
充
実
な
ど
、
地
域
と
家
庭
の

教
育
力
向
上
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
育
所
に
通
う
す
べ

て
の
子
ど
も
を
対
象
に
保
育
料

の
軽
減
を
実
施
し
、
町
で
子
ど

も
を
生
み
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

一般会計歳出総額　２９億８，６４４万円

その他①：分担金および負担金、使用料および手数料、
財産収入、寄附金、繰越金

その他② ：地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
地方消費税交付金、株式等譲渡所得割交付金、
自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通
安全対策特別交付金

▶依存財源 国や県から定められた額が交付さ

れたり、割り当てられたりして得

られる収入

▶自主財源 町自らの手で得られる収入

農林水産業費
2億 220 万円

6.8％
民生費
6億 3062 万円

21.1％

総務費
5億 8585 万円

19.6％

公債費
5億 5484 万円

18.6％

衛生費
4億 7456 万円

15.9％

教育費
2億 4205 万円

8.1％

土木費
1億 9394 万円

6.5％

議会費
6447 万円

2.1％

消防費
3003 万円

1.0％

商工費
788 万円

0.3％
依存財源

25億 5258 万円
79.7％

自主財源　
6億 4825 万円
20.3％

３億 7392 万円
町税 11.7％

繰入金
6944 万円

2.2％

地方交付税
19億 3577 万円

60.5％

諸収入
2933 万円

0.9％

県支出金
2億 1565 万円

6.7％

国庫支出金
1億 7602 万円

5.5％
1 億 4520 万円
町債 4.5％

その他①
1億 7556 万円

5.5％

その他②
7994 万円

2.5％

一般会計歳入総額　３２億８３万円平成２６年度は
２億６４７万円の黒字に


